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■当資料は情報提供を目的として大和住銀投信投資顧問が作成したものであり、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を推奨・勧
誘するものではありません。■当資料は各種の信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するもので
はありません。■当資料に記載されている今後の見通し・コメントは、作成日現在のものであり、事前の予告なしに将来変更される場合がありま
す。■当資料内の運用実績等に関するグラフ、数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。■当資料内の
いかなる内容も、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。
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豪ドル⾼

豪ドル安

2019/1/30 2019/1/23 2018/12/31

豪ドル/円 79.03 78.27 77.31

豪ドル/米ドル 0.725 0.714 0.705

鉄鉱石 75.70 74.65 71.12

豪州政策金利（％） 1.50 1.50 1.50

騰落率

前週比 前月末比 前年末比

豪ドル/円 0.97% 2.23% -10.22%

豪ドル/米ドル 1.48% 2.82% -7.18%

鉄鉱石 1.41% 6.44% 6.20%

【2019年1月24日～2019年1月30日】

• 豪ドルは対円、対米ドルともに上昇しました。

• 12月の豪雇用統計の改善や、10-12月期の豪物価統計が市場

予想を上回ったことなどが好感されました。また、米連邦公開市

場委員会（FOMC）が利上げに慎重な姿勢を示したことを背景に

米ドル安が進んだことも豪ドルの好材料となりました。

• 好調な豪州統計を受けて、OIS市場が織り込む年内の利下げ確

率は29日の43%から30日には37%まで低下しました。

出所：Bloombergグラフ期間：2018年1月30日～2019年1月30日

※ 豪ドル/円と米ドル/円の単位は円、豪ドル/米ドルの単位は米ドル。
※ 豪ドル/米ドルの騰落率は豪ドルの対米ドルでの騰落率。
※ 鉄鉱石はシンガポール取引所の鉄鉱石先物価格（米ドル）
※ 前週比は2019年1月23日から2019年1月30日まで、前月末比は2018年12月31日から2019年1月30日まで、

前年末比は2017年末から2019年1月30日まで。

2019年1月31日作成

為替と鉄鉱⽯価格


